
 

 

 

新・やまなし農業大綱 

 

～「地域の魅力の原動力『やまなし農業』」を目指して～ 
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はじめに 
 

 本県では、恵まれた自然条件と生産者の努力により、日

本一の生産量を誇るももやぶどう、すももなど、果樹を中

心に生産性の高い農業を展開して参りました。また、農業・

農村は環境の保全や美しい景観の形成など多面的な機能を

有しており、私たちの生活を支える大きな役割を果たして

います。 

 一方、人口減少や少子高齢化の進行を背景に、本県でも

農業従事者の減少や高齢化が進み、近年では農業生産額も

９００億円前後で推移しています。 

こうした中、農産物に対する消費者ニーズなど国内における販売環境の変化に加

え、先頃大筋合意に至った環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定に象徴される

経済のグローバル化や、農業への回帰指向の高まりなど、本県農業・農村を取り巻

く情勢に大きな変化の兆しが現れています。 

このため、こうした変化に的確に対応し、農業が地域の魅力の原動力となり本県

経済の牽引役としての役割を果たすことができるよう、本県農業の更なる振興を図

るための基本的な考え方や今後５年間に重点的に取り組む施策などを示した「新・

やまなし農業大綱」を策定しました。 

 この大綱では、本県農業・農村の目指すべき姿を描くとともに、高品質化、販路

開拓による儲かる農業の展開や、活気に満ちあふれた農山村の創造の実現に向けた

７つの施策を掲げ、具体的な取り組みや目指すべき経営モデルをお示しいたしまし

た。 

今後は、国内外にわたる県産農産物の需要拡大を図りながら、農産物の生産・供

給の強化や多様なニーズを踏まえた販売戦略を推進するとともに、農業・農村の活

性化に資する施策を積極的に展開して参りたいと考えています。 

本県農業が将来にわたって持続的に発展していくことができるよう、市町村や農

業団体等と密接に連携しながら、各種施策、事業を着実に進め、農業や食品産業等

の成長産業化と農村地域の活性化につなげて参りますので、皆様の御理解と御協力

をお願いします。 
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